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ビ
記
し
中
の
紋
章
は
王
，冠
の
下

^
之

を

四

區

に

分

て

る

，は
從
來
の
分
マ

」

同
一
な
れ
ど
、 

第
一
第
四
の
兩
區
に
力
ス
チ
リ
ア
を
第
二
第
三
の
雨
區
に
レ
オ

V.

を

®.
し

て

下

の

尖

端

に

グ

ラ 

ナ
ダ
を
現

•は
せ
る
の
み

■で
あ
る
。而
し
て
背
に
は
周
圍
に

S
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A
R
V
M
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ビ

記
し
、中
に
は
波
の
上

'R
冠
を
頂
け
る
ニ
本
の
柱
を

't
e

:a
せ
し
め
を
の
柱
を
夾
ん
で

P
 

V
L

Ur

レ

記
し

.て
?>
る
、ニ
本
の
柱
は
所

.謂

.へ
ル
キ
ユ
レ
ス
の
柱

.で
、希
臘
の
神

©

に
往
古
ジ
ブ
ラ

,
 

タ
ル
に
力

.ル
ベ
、ス
ー
タ
忙

'ア
ビ
ラ
^
呼
ぶ
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本
の
柱
が

fi
g

立
し
て
居
ひ
た
が
、へ
ル
キ
ユ
レ
ス 

が
ガ
デ
ス

.

.を
玫
め
ん

.ビ
て
ニ
本

V
J
.

も
粉
碎
し
、て
了
つ
た

yj 

.傅
へ

&

パ
れ
て
る
の
で

'ぁ

.る
、¥

し
て
へ

P
L
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V
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ゃ
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即
ち
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5
¥
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更
に
遠
く

』

の
意

.でブロゾ

.0
ぃ
新
世
界
の
發
見
遠
ぐ
へ

, 

キ
ユ

y

ス
の
；偉
業
を
遽

'縣
せ
る
こ
ビ
を

」

示
し
た
の
で
あ
る
。蓋
し
是
ょ

&

先
西
紀
一
五
三
五
，年；
 

五
月

十
：！ 

0
.附
の
詔
勅
を
以
て
カ
ル
ロ
ス
第

1

世
は
母
后
ジ
ヨ
ァ
ン
ナ
ビ
共
紀
、

®
是
哿
に
造

' 

幣
厨
を
設
け
、八
ジ
ァ
，、四

—

リ
ァ

V
I

ニ
リ
ァ
ベ
ニ
リ
ァ

V
1

リ
ァ
ル
、半
リ
ァ
ル
、四
分
の

一
リ
ア 

ル
等
の
銀
貨
を
鎢
造
せ
し
め

‘れ
。八
リ
ァ
ぐ
の
擧
鐵
は

0

の
'時
に
初
め
て
，鑰
造
さ
れ
れ
の
で
は 

あ
る
ま
い
か
。墨
是
哥
で
鎢
造
さ
れ
れ
も
の
は
す
べ
て

*

S
刻
し
て
あ
る
。其
後
西
紀

1

五
四

U

 

年
に
は
米
國
の
西
班
牙
領
土
を
雨
分
し
て
墨
是
哥
ど
リ
マ
ビ
を
首
府
ヾ

」

し

^

が
、
|̂
1

四
五
年
に 

は
南
米
の

•ホ
ト
シ
の
餵
鑛
が
發
見
，

さ

れ
れ
。®
し
同
處
に
造
幣
局
の
設
置
さ
れ
た
の
は
ズ
ッ
ト
降 

つ
て
西
紀
一
六
五
〇

.年
の
こ
ど
で
あ
る
。西
紀

」

芄
セ
〇
¥,艽
艿
十
日
の
詔

1!
は
*
是
哥
に
於 

て
鑄
造
せ
る
銀
貨
も
す
ベ
て
本
國
の
分

^
同

一

の

類

式
R
依
&

し
め
れ
が
、ホ

ー

ゼ
I

'
パ
レ
ロ 

は
へ
ル
キ
ユ

ゾ

ヌ
.の
柱
の
波
の
上
に
立
て
る
も
の
は
す

.ぺ
て
印
度
地
方
即
ち
米
大
陸
で
鋳

I
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れ
た
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云
ふ
て
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a
,世
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ベ
第
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世
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ガ
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造
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局
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設
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.し
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の
で
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つ
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で
、而
し
て
西
班
牙
人
の
此
律

_賓
列
鳥
の
マ
ラ
ー
ラ
を
占
領
し
た
の
が

®

紀

f
3£
.七

〗

年
即
ち
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元
龜
ニ
年
で
ぁ
つ
た

V
J
L打
な

&

ば
、大
閤
秀
宵
を
刺
戟
し
て
貨
幣
制
度
を
考
究
せ
し
め
セ
西 

班
牙
の
通
貨
も
、將
た
又
支
那
商
港
の
取
、引
に
利
用
せ

&

れ
た
銀
貨
も
、墨
銀
が
多
か
つ
た
こ
ヾ

」 

で
わ
ら
ふ

0を
れ
は
そ
れ

. ^
'
し
て
佘
輩
は
も
少
し
西
班
牙
通
貨
の
變
遞
を
迎
つ
て
見
度
い
。西
料 

1

六
四
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.年
十
二
月
二
十
三
日
の
詔
勅
で
フ

Z
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。へ
第
三
世
は
銀
貨
の
成
分
に

.變
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を
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へ
た
の
で

'新
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ァ
ル
餵
貨
の
十
個
で
舊
銀
貨
の
八
個
に
相
當
す
る
こ

^

、
な
つ
た
。第
十
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•
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紀
の
初
年
に
は
八
リ
ァ
ル
銀
貨

R

セ
グ

ィ
リ
ァ
、墨
是
哥
：ヒ
ラ
ー
、ベ
产
丨
の
四
續
が
ぁ
つ
れ
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フ
ズ
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ー
ぺ
第
五
世
の
時
西
紀
一
七
ニ
八
年
に
檬
式
の
上
に
改
軍
が
試
み
ら
れ
た
、こ
の
時
の 

諮
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に
從
て
同
三
ニ
年
か

&

鋳
造
さ
れ
た
も
の
は
面
に
王
冠
を
'戴
け
る
絞
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を
現
は
し
背
に 

は
へ
ル
キ
ュ
ン
ス
の
柱
の
間
の
波
の
上
、王
冠
の

'下
に
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を
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ベ

.周
園
に
鑄
造
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年
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 m
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一
二
世
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時
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れ
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は
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國
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第
十
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西
班
牙
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は
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こ
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つ
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の
治
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西
紀
ニ
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に

は

ヌ

'.
1

_改
傭
が
行
は

.れ
て
當
時
の
本
位
.が

西
紀

.十
八
四
八
年
ま
で
行

は

れ
、
M

に
こ
の
八

9

ア
ル
銀
貨
：

.の
系
統
を
引

.い
て
る

S

是
寄
茆
の

制
E

は
後
世
ま
で
傅
は
つ
た
が

«

興
の
北
来
合
衆
國
が
西
紀
一
七

/\
五
年
に
初
め
て
銀
貨
を

.

鋳
造
し
た
時
も
亦
西
班
牙
の
八
リ
ア
ル
銀
貨
を
踏

®

し
た
の
で
あ
る
。

ヾ

」

は
®

時
こ

の

八
.リ
ア

K

銀
貨
の
俗

»

€

，しV

用
ゐ
も
れ
た
倉
槳

で

、
7£

來
西
紀
一
五
ブ
六
年
に
ベ
ー
メ
ン
の

,

ョ
ア
ヒ
ム
ス
タ

”,に
銀
鑛
發
見

.せ
&

れ
、一
年
を
隔
て
、
同

1
.

八
年
か
ら
鑛
山
主
シ
ュ
リ
ッ
ッ
，

T1
が
鋳
造
し
た
銀
货
を
ョ
ア
ヒ
ム
ス
タ
ー
レ
ル
^
云
ふ
れ
の
が
根
元
で
、獨
逸
帝
國
統
一
前
に

は
今

s
i

の
三
.マ
ー
'ク
に
當
る
タ
ー
レ
ダ
银
货
が

51
用
し
て
居
つ
た
而
し
て

te
紀

J

七

.®
五
年

骚
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の
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文
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ラ

.丨
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に
從
へ
ば
西
班
牙
の
八
リ
ア

\

銀
貨
を
通
俗
に
ド

ル
ラ
ー
ピ
云
ふ
れ
の
も
タ
ー
レ
べ
の
轉
訛
で
ゎ
る
。觅
に
こ
の
西
紀

一

七
七
ニ
年
以
後
の
西
班

牙
の
銅
貨

.銀
貨
に
は
.初
め
て
國

3E
の
肖
像
を
現
は
す
こ
マ

j

、
な
つ

.
た
。即
ち
面
に
は
國
玉
の
肖

像
の
周
圍
に
國
王
の
御
名
並
に
神
祐
の
濫
味
を
示
せ
る
拉
丁
字

0S0$を
記
し
、背
に

は
へ
ル
キ
ュ

V

ス
の
雨
柱
の
間
に
王
冠
を
戴
け
る
紋
章
を
記
し
て
あ
る
。故
に
こ
の
力
.ルロ
ス

第
三
世
の
時
か
ら
力
ル
ロ
ヌ
第
四
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た
八
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ア
ル
銀
貨
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C
a
r
o
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s

-do
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a
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ど
も
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D
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n
a

十V
J

も
稱
す
る

0

で
3>
'

る、。

こ
の
カ
ル
ロ
ス
弗
が
：今
日
も
な
ほ
支
那
人
の

.，間
に
：信
用
篤
き
こ

S

はf

大
.英
百

'科
全
#

』

第 

十

1

版
の
支
那
の
條

R『

內

地

殊

祀

茶

，の

產

地.で
は
殊
に
今
な
ほ
流

.通
し
、斯
業
容
之
を
好
み
、而

. 

し
て
供
給
限
わ
る
が

•爲
め
實
價
以
上
の
打
步
附
に
て
取
引
せ

&

る』

^

ぁ
る
如
く
で
ぁ
る
。上

_
 

の
チ

‘
ヤ
•ル
マ

I

ス
氏
の
著
書
は
西
紀

1

八
九
三
年
の
發
行

R

係
れ
る
も
の
な
る
が
、そ
の
ぅ
ち 

に『

今
日
も
な
ほ
馬
來
半
島
地
方
で
は
墨
是
哥
弗
未
だ
行
は
れ
す
ビ

^

^

1は
市
場
を
支
配
し
で
る 

パ
タ
ニ
地
方
の
如
き
土
人
は
ビ
ラ
ー

•
ダ
ラ
ー
で
な
け
れ
ば
受
取

&
 g

』

ビ
云
ぷ
て
る
◊玆
に
墨
暴 

哿
茆

V
J

云
ふ
の
は
西
紀
一
八
ニ
〇
年
代
に
墨
是
哥
が
西
班
牙
王
國
を
離

.れ

，
，，
て

麵

立

共

和

國

 ̂

な
つ
て
か
ら
_
造
し
た
銀
貨
で

3>
る
。西
耜
一
八
四
ニ
年
に
香
潘
が
英
領
ど
な
つ
た
頃
支
那
人 

は
漸
く
フ

2

ル
ナ
ン
ド
第
七
世
の
西
班
牙
銀
貨
を
.信
用
し
て
受
取
る
や
ぅ
に
は
な
つ
た
も
？

> 

、
カ
ル
ロ
ス
弗
の
方
が
之

R
.對
し
て
四
分
以
上

-
割
五
分
迄
の
打
步
附
ビ
へ
な

6

墨
®

®
を
の

. 

他
南
米
諸
國
の
銀
貨
は
西
班
牙
銀
貨
に
對
し
て
？
分

75
至
七
分
の
割
引
を
免
れ
な
ん
だ
。そ
.れ 

が
爲

め
.：

に
西
紀
一
八

3t
四
年

M

は
廣
東
に
於
て
又
福
建
に
於
て
蘇
州
に
於
て
力
ル
ロ
ス
卵
の

‘ 
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造

を

試

む
る

に
茔
つ
た
辨
し
同
年
香
港
質
易
監
督
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*
ボ
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？
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レ
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ド
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伯
杞
報
吿
せ
る
處
に
依
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1

M

.

品
は
一
割
八
分
の
打
步
附
で
あ

.

つ

れ

，
の

に

模
0 

品
は
僅
に
一
割
の
打
步
附
，に
過
ぎ
中
、約
半
年
の
後
に
は
三
割
の
割
引
を
要
す
る
こ
ビ
に
な
つ 

て
模
造
の
計
劃
は
全
く
失
敗
に
歸
し
れ
。併
し

力

, 
'

 

ス
弗
は

.

勿
S

西
班
牙
邦
の
供
給
に
は
制

. 

限
^

h

而
し
セ
賀
易
の
膨
脹
は
莫
大
な
の
で
、香
港

.

の
殖
民
地
.で
は
遂
忙
西
紀
一
八
五
三
年
即 

ち
我
が
嘉
永
六
年
頃
か
ら
墨
是
哥
弗
を
以
て
標
準
貨
幣

^

す
る
こ
ど
に
な

.

つ
た
。

.
西
紀

1

八
六
ム
年
に
。へル，丨
挪
下
落
し
西
班
牙

.
弗
は
益

"

缺
乏
し
た
の
で
香
港
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事
サ
ー
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キ
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せ
ん

S

し
た
。か
く
て
西
紀

】

八
六
三
年

一
月
九
■

日
の
M

密
r

令

K
.依れ 

る
詔
勒
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し

『
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又
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の
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貨
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)
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倍
せ
る
鈒
貨
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造
す
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こ
ど

R

就
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定
を
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さ
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日
^

_
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し

ナ

こ

の

香

港

の

造

幣

局

で

鑄

造
し
た
.銀

貨

は

す

べ

て

舉

是

哥

弗

に

傚

ふ

た

も

の

で

?>
つ
た 

S

那

人

は

一

分

S

引
|

ね

ば
2

|

ん

だ
® 

2

年
.
S

に
f

塁

し

た

。併
し
. 

閉
纖
の
頃
か
矣
那
人
は
之
に
慣
れ
て
好
ん

2

引
せ

S

受

取
る
や

ぅ

に

な

つ

す

云
ろ 

大
麥

W

物
館
の
古
泉
部
に
所
藏
せ

’る
も
の
、
ぅ
ち
香
港
一
圆
、香
雜
，举
圆
、

#

潘
ニ
毫

(

ニ
ナ
仙

)

香 

潘
五
仙
、香
潘

一
.

J

」

t

は
何
れ
も

一
:

八
六
六

V

i
れ
ば

'思
ふ

‘
5

S

I

.造
せ
る
も
の 

な
ら
ん
。但
し
香
港
一
毫
、香

潘

〗

仙
の
ニ
種
は
一
八
六
ニ 

^
ゎ
り
、番
.潘

ー

文【
】

八

六

三

す
?> 

れ
ば
侨
れ
も
偷
敦
に
て

鑄

造
せ
し
も
の

.̂

思
は
る
.
。

又
西
紀
/

〗

八
七

四

年

出
版

『

英
國
造
幣
局
所 

藏
貨
幣
目
錄

』

に
香
潘
一
圆

)

八
六
四
種
餞
ビ
あ
る
も
勿
論
同
局
の
鑄
造
に

係

る

も

の

ど

見

る

「

■

こ

の

香

雜

造

幣

局

の

機

械

は

如

何

に

處

分

さ

れ

た

か

士

沄

ふ

，に
、日
本
政
府
が
之
を
貢
取
つ 

『

.

て
大
阪
造
幣
局
の
創
立
ず

」

な
つ
た
の
で
心
る
。而
し
て

m

本
で
は

i

政
廳

S

是
哥

S

.
寒

い
て
制
定
し
た
貨
幣
制
度
に

^

少
■の
潤
色
を
加
へ
て
明
治
三
年
か
ら
金
'銀
銅
の
三
貨
を
鑄
造 

す
る
こ

S

に
な
つ
、た
、但

し

那

を

圆

ビ

稱

し

た

の

は

全

く

香

港

政

廳

の

試

み
^

倣
つ
た
の
で
雨 

を
單
位

^

な
し
て

'之
を
分
朱
に
細
分
し
た
從
來
の
制
度
に
代
へ
て
、圆
を
單
位
ど
し
之
を
西
分 

せ
る

.も
の
を
餞
、錢
を
ナ
分
せ
る
も
の
を
厘
ヒ
定
め
た
。香
潘
で
は
十
餞
を

1

毫
、1

餞
を

1
m

、

| 

厘
を
ブ
文
又
は

】

千

V
J

稱
し
て
居
つ
た

が

、

日
本
‘で
は
單
位
の
圆
ビ
十
進
法

ど

を

採
用
し
た
丈 

で
ぁ
つ
^
。安
政
萬
延
の
當
時
に
は
鷲
後
光
の
模
樣
に
て
目
.方
七
奴
以
上
の
も
の
に
銀
座
に
て 

極
P

を
打
ち
之
を
三
分
に
通
用
し
や
ぅ
マ

J

し
て
失
敗
し
れ
こ
ヾ

」

が
?>
o
.化
が
。是
は

^

川
^

t
 

の
'末
路
を
象
徵
す
る
失
政
ど
見
て
然
る
可
し
で
ぁ
る
。こ
の
銀
座
極
印
附
西
洋
銀
餞
を
通
俗
ド 

ロ
銀
ど
唱
ゎ
た
ど
の
こ
ど
で
ゎ
る
。こ
の
語
似

『

外
來
語
辭
典

』

に
も
出
て
居
ら
ぬ
が
巧
く
名
附
け 

た
も
の
て
ゎ
る
こ
の
ド

F：

銀
使
用
の
拙
策
に
比
す
れ
ば
明
治
新
政
府
の
貨
幣
制
度
制
定
は
遙 

か
に
見
上
げ
た
も
、の
で
ゎ
る
。併
七
.圆
な
る
單
位
の
.名

稱

は

全

く

香

港

の

英

人
R

傚
ふ
れ
の
で 

,つ
た
。を
の
他
墨
是
部
弗

.

の
.；

系
統
を
引
い
て
る
も
の
に
は
米
國
政
府
が
埤
洋
資
易
に
資
す
る 

爲
西

-r
l
八
七
三
命

«

月

•—
*
■
日
か

&

鑄
造
む
て
同

^

八
年
六
月

H

十
日

^

停
止
し
^
賀
易
龈 

t
m
d
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l
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度
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行
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四

貨
、更

に

支

那

，の

，新

銀

貨

.

何

れ

も

日

本

0

圓

銀

ビ

.同

じ
/
V墨
是
哥
弗
の
系
統
を

?1
い
 

で
ぁ
つ
た
。金
貨
本
位
採
用
以
前
の
日
本
の
通
貨
に
就
て
的
確
な
る
知
識
を
得
ん

ビ

す 

S

鈒
杞
就
て
硏
究
す
る

©

必
要
が
わ
る

.

v

るit 
にも 
は©

關

す

る

條

約

，第1

條

の

規
.定
を
中
止
し
、開
戰
，の
際
英
國
港
灣
內
に
發
見
せ
ら

.れ
た
る

}
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英

國

捕

獲

審

檢

所

に

於

け

る

獨

船

智

利

號

事

件
0 ;
.檢

定
(

下)

板倉卓造，

七
.
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-

へ
/ 

,

.

斯
の
如
く
に
し
て
、英
國
は
遂
に
海
牙
條
約
第
六
號

i

戰
の
際
に
於
け
.る
敵
の
商
船
取
扱
に

獅
逸
商
船
に
對
し
、猶
豫
期
間
の
取
扱
を
與
へ
ざ
る
に
決
定
し
た
英
國
が
此
決
定
を
爲
し
れ

る
は
、獨
逸
が
英
國
商
船

•に
對
し
、猶
豫
期
間
の
取
扱
を
拒
絕
し
打
る
が
爲
め
、之
に
對
す
る
報
復

せ
し

て
、
此
手
段
に
出
で
.た
る
も
の
な
み
や
否
や
は

*

だ
疑
は
し
、匕
云
は
ざ
る
可
か
ら

-
ず
。如
可

v
j

な

れ

ば

前

揭

の

諸

®
.
報

をM

合
し
て

#

ふ
.る
も
、獨
逸
が
之
を
椬
竊
し
た
る
の
事
實
毫
も
明

か
な
ら
ざ
れ
ば
な
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國
は
其

.自
&

任
意
に
宽
め
拕
る
八
艿
七
日
の

.夜
华
ま
で

R
、獅
逸
の
英

船
.取
扱
に
關

す
る

確
報
を
得
ぎ
知
し
が
爲
办

‘に
、勝

手

に

獨

船

の

取

扱
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